
記載要領１ 太線の枠内には記入しないこと。２ で表示された枠（以下「カラム」という。）に記入する場合は、１カラムに１文字ずつ丁寧に、かつ、カラムからはみ出さないように左詰めで記入すること。３ ８ ３及び８ ８「営業しようとする建設業」の欄は、営業しようとする建設業が一般建設業の場合は「１」を、特定建設業の場合は「２」を、次の表の（ ）内に示された略号のカラムに記入すること。土木工事業（土） 鋼構造物工事業（鋼） 熱絶縁工事業（絶）建築工事業（建） 鉄筋工事業（筋） 電気通信工事業（通）大工工事業（大） 舗装工事業（舗） 造園工事業（園）左官工事業（左） しゆんせつ工事業（しゆ） さく井工事業（井）とび・土工工事業（と） 板金工事業（板） 建具工事業（具）石工事業（石） ガラス工事業（ガ） 水道施設工事業（水）屋根工事業（屋） 塗装工事業（塗） 消防施設工事業（消）電気工事業（電） 防水工事業（防） 清掃施設工事業（清）管工事業（管） 内装仕上工事業（内） 解体工事業（解）タイル・れんが・ブロツク工事業（タ） 機械器具設置工事業（機）「変更前」の欄は、既に営業している建設業がある場合は同様の要領により記入すること。４ ８ ５「従たる営業所の所在地市区町村コード」の欄は、都道府県の窓口備付けのコードブック（総務省編「全国地方公共団体コード」）により、従たる営業所の所在する市区町村の該当するコードを記入すること。「都道府県名」及び「市区町村名」には、それぞれ従たる営業所の所在する都道府県名及び市区町村名を記載すること。５ ８ ６「従たる営業所の所在地」の欄は、４により記入した市区町村コードによつて表される市区町村に続く町名、街区符号及び住居番号等を、「丁目」、「番」及び「号」については－（ハイフン）を用いて、例えば霞 が 関 ２ － １ －１ ３ のように記入すること。６ ８ ７のうち「電話番号」の欄は、市外局番、局番及び番号をそれぞれ－（ハイフン）で区切り、例えば０ ３ － ５２ ５ ３ － ８ １ １ １ のように左詰めで記入すること。
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